
社会的条件・地形的条件からみた離島における空間構成

建築・都市計画研究室 B４ 甲斐 一樹



背景と目的

本土との隔絶性

少子高齢化

過疎化

閉鎖的環境
日本の集落

自立的な地域

全国的な離島地域における空間構成の
傾向を把握することを目的とする。

地理的条件

しかしながら…



離島振興関連四法

離島統計年報1975年～2005年、SHIMADAS、国勢調査

離島260島

離島205島

全有人離島315島

研究対象



研究方法

・集落パターン
・山頂数
・河川本数
・漁港数
・本土方向と集落位置

集落パターンからみた
対象離島の特徴

５指標による類型化

５指標を抽出 対象離島205島の線画化



指標の基準及び閾値について

単独 複数 その他



指標の基準及び閾値について

東西方向の長辺と南北方向の長辺から成る
長方形の中心を基準点とした８方位で
本土方向を表している。(-22.5°≦θ≦22.5° )

※左図の場合は北が本土方向になる



指標の基準及び閾値について

本土方向を基準として180°以内(-90°≦Φ≦90°)
の範囲に集落があるか



５指標について

専有の漁港があり、本土方向側に集落が成立し易いと考えられる。

集落の境界が曖昧かつ分布が分散的であり、
漁港数も３つ以上の規模の大きい離島であるといえる。

集落パターン「単独」の傾向

集落パターン「その他」の傾向

64(80.0%) 56(70.0%)

25(53.2%) 33(70.2%)

地形的条件：山頂数、河川本数 社会的条件：漁港数、集落位置と本土方向



地形的条件における集落パターンからみた特徴

地形的に起伏が緩やかであると
集落が１つにまとまりやすい。

逆に起伏が激しいと
集落がまとまりにくい傾向がある。



社会的条件における集落パターンからみた特徴

漁港数が１つの場合は本土方向側に
集落が成り立つ傾向がある。

集落パターンが「単独」の場合は
漁港数が２つ以上になることは少ない。



社会的条件における集落パターンからみた特徴

規模の大きい離島のグループであり、
そのため本土方向と集落位置が
一部一致となっていると考えられる。



数量化Ⅲ類による分析

「集落の分散傾向」の軸

第Ⅰ軸

第Ⅱ軸

「集落と漁港の対応関係」の軸

本土方向と集落位置 → レンジ：大

アイテムのレンジと
カテゴリスコアの値から解釈した。

同様にして
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クラスター分析による類型化

集約型の集落の分布傾向を持ち、単独の集落と専有の漁港がある小型の離島集団

第１クラスター



クラスター分析による類型化

複数の集落が集約型の分布傾向を持ち、それらの集落と２つの漁港の二港性がある離島集団

第２クラスター



クラスター分析による類型化

集落の分布が分散傾向にあり、それらの複数の集落と漁港数が２つである二港性の強い離島集団

第３クラスター



クラスター分析による類型化

集落分布の分散傾向が強く、それに対応して漁港数も多い、中型～大型の離島集団

第４クラスター



クラスター分析による４つの類型の模式図



まとめ

対象離島205島について、社会的条件や地理的条件といった各指標間の関係を考察し、
数量化Ⅲ類による軸の抽出、クラスター分析による４つの類型を得ることで、現在の離島
地域における空間構成について把握してきた。

今後は、離島地域の空間構成について時系列的に把握するとともに、各離島の地域特
性を明らかにし、より多角的なアプローチよる空間構成の特徴の把握をしていくことが必要
だといえる。
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